
フォーミュラリーとは

疾患の診断、予防、治療や健康増進に対して、医
師をはじめとする薬剤師・他の医療従事者による臨
床的な判断を表すために必要な、継続的にアップ
データされる薬のリストと関連情報
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医療機関における患者に対して
最も有効で経済的な医薬品の使⽤における指針

⽶国医療薬剤師会（ASHP）の定義



フォーミュラリー作成のメリット

標準薬物治療の推進（後発医薬品を基準薬）
（医療機関における患者に対して最も有効で経済的な医薬品の使⽤基準）

後発医薬品、バイオシミラーの有効活⽤
（医薬品費の削減効果）

院内採⽤医薬品数の削減

医薬品の効率活⽤による医薬品購⼊費の削減

医薬品による医療事故の防⽌
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聖マリアンナ医科⼤学の取り組み
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聖マリアンナ医科⼤学の取り組み
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フォーミュラリーの運⽤ -聖マリアンナ医科⼤学-
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フォーミュラリー作成のフローチャート

⼩委員会の構成委員
・副薬剤部⻑
・関連する診療科の医師と薬剤師
・薬事員会事務局職員
・その他に薬事委員会委員⻑が指名した者



まとめ

エビデンスに基づき専⾨医および⾮専⾨の医師でも
処⽅できる医薬品を「第1選択薬」、「第2選択
薬」として標準化する。

対象は欧⽶ですでにフォーミュラリーが作成されて
いる薬効群やガイドライン上の位置づけなどが定
まっている薬効群とする。

病院として推奨薬を⽰すものであり、フォーミュラ
リーでは対応できないような症例には、従来通り個
別に対応する。


